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概 要 

平成 26 年度，当該部の研究は，定員 7 名以外に再任用

2 名，客員研究員 9 名，任期付研究員 1 名，協力研究員

17 名，流動研究員 2 名，研究生 1 名，実習生 1 名，臨時

職員 2 名の協力で調査・研究を推進した． 

平成 26 年夏，約 70 年ぶりのデング熱国内感染例が報

告され，合計で 162 名の患者数を記録した．昆虫医科学

部は，代々木公園および近隣の公園や公共施設，一般住

宅地等が所在する各自治体から媒介蚊対策の要請を受け，

蚊の密度調査を実施し，殺虫剤の散布等に関して助言と

指導を行った．同時に各地で捕集したヒトスジシマカか

らデングウイルスを分離・検出し，ウイルス保有蚊が高

率に存在した時期や場所を明らかにした．本件に先立ち，

昨年ドイツ人旅行者のデング熱国内感染疑い例の報告を

受け，「デング熱国内感染事例発生時の対応・対策の手引

き 地方公共団対向け（案）」を作成し，西宮市の協力の

下に媒介蚊対策実施に向けた予備調査を行っていた．し

かし，本年のデング熱流行時に媒介蚊対策を行ったほと

んどの地域で平常時から蚊の生息調査が行われておらず，

対策の実施に混乱を生じた現場もあった．これらの経験

を踏まえ，「デング熱・チクングニア熱等蚊媒介感染症の

対応・対策の手引き地方公共団体向け」，「デング熱・チ

クングニア熱の診療ガイドライン」をそれぞれ改定し，

厚生労働省がデング熱とチクングニア熱を重点的な対策

を講じる必要がある蚊媒介感染症と位置づけた「蚊媒介

感染症に関する特定感染症予防指針」の作成に協力した． 

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は，平成 25 年 1

月に国内で初めて死亡例が報告され，その後も患者数は

増加し，流行地は拡大傾向にある．昆虫医科学部は，SFTS

ウイルスの感染環を解明する目的で，SFTS 患者発生の

多い 5 月に，統一した方法で全国的なマダニ調査を行っ

た（27 都道府県 82 地点）．前年 10 月に行った結果と比

較し，各地におけるマダニの種構成と季節消長が明らか

になった．さらに，捕集したマダニから複数の新規ウイ

ルスが分離されたが，それらの中にはマウスへの病原性

が示唆されるウイルスも存在していた．それらを含めて，

マダニ媒介性ウイルスの疫学調査の必要性を示唆した．

一方，有効な SFTS 治療薬のない現状にあって，マダニ

侵淫地域への無用な立入りの回避，忌避剤の使用など，

マダニの咬着を防ぐことが唯一現実的な対策である．こ

れまでマダニ対策として使用が許可された医薬品・医薬

部外品としての殺虫剤は存在しなかったが，SFTS 拡大

の懸念を受けて迅速審査が平成 25 年に実施され，マダニ

駆除剤として合計 75 製剤が承認された．昆虫医科学部は，

その中の 11 製剤の野外における防除効果を評価し，ゴキ

ブリ駆除の用法用量で，速効的で高い駆除効果が得られ

るが，さらに少ない薬量での効力評価が望まれると結論

した．ここで検討した評価方法と得られた判定結果は，

今後の基準となることが想定される． 

セアカゴケグモは，1995 年に大阪府と三重県で初めて

発見され，現在までに国内 37 都府県でその定着が確認さ

れている．これまでに公表された 84 例の咬症例のうち 6

例で抗毒素血清が使用されたが，従来オーストラリアか

ら輸入していた抗毒素血清の輸出が限定的となり，国内

に存在する抗毒素血清のほとんどが平成 26 年度内に失

効することが判明した．そこで，国内に生息するセアカ

ゴケグモから独自にウマ抗毒素を試験製造する計画が立

案された．昆虫医科学部は，大阪府ペストコントロール

協会および西宮市の協力の下に捕獲された合計 1 万頭以

上の雌グモから個別に毒腺を摘出し，粗精製を行い 1 ロ

ット化する行程を担当した．所内他部で毒素の性状解析，

マウスへの接種実験を経て，現在，化学及血清療法研究

所（熊本県）でウマ免疫用毒素として使用されている． 

当部では，疾病媒介動物を対象とした基礎調査および

基礎研究に加えて，実際の防除対策に寄与する情報の提

供，講義，技術研修等により具体的な社会への貢献を心

がけている． これらの活動の多くは，各種研究費の補助

を受けて実施されたが，他部，外部の研究機関や地方自

治体の協力を得て遂行することができた．近年の定員削

減の影響で，これら業務の充実を図ることが一層困難に

なってきているが，構成する 3 室間の相互協力で対処し

ようと努力している．今後も所内，国内外の関連部署と

さらなる連携を深め，協力体制を維持していきたい．  
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業 績 

調査・研究  

I．衛生昆虫の分布に関する調査・研究，および媒介生態

に関する研究 

(1) 住宅街におけるヒトスジシマカの移動分散に関する

研究 

住宅街の中に複数の緑地が含まれる調査区画を設定し，

胸部背面に異なる色素でマークした蚊を放逐して，蚊の

移動分散の様子を調査した．5 つの茂みを採集場所とし

て，マークしたヒトスジシマカ合計 301 個体，オオクロ

ヤブカ合計 336 個体を放逐した．放逐後 4 日間再捕獲を

行い，ヒトスジシマカ 27.9%（84 個体），オオクロヤブ

カ 18.5%（62 個体）が再捕獲された．再捕獲されたヒト

スジシマカ 84 個体のうち放逐場所と異なる場所で捕獲

されたのはわずかに 2 個体（2.4%）で，地図上で求めた

最長移動距離は 95 m であった．オオクロヤブカは 13 個

体が放逐場所以外で捕獲され，最長移動距離は 167 m だ

った．  

[津田良夫，前川芳秀，小川浩平，糸川健太郎] 

 

(2) 宮城県南部水田地帯と福島県南相馬市における被災

4 年目の蚊の発生状況 

東日本大震災の津波被災地における被災後 4 年目の疾

病媒介蚊の発生状況を 2014 年 7 月, 8 月に調べた．宮城

県南部では 6 種類 1,619 個体，福島県南相馬市では 15 種

類 12,560 個体の成虫が採集され，どちらの地域の種類相

も過去 3 年間の調査とほぼ同様であった．宮城県南部で

は，被災した農耕地などの復旧がかなり進み，被災直後

に出現した塩性湿地はほとんど消失した．福島県南相馬

の調査地では被災農耕地の復旧作業はほとんど進展して

おらず，ボウフラの発生源となる水域の広さは降雨量に

大きく影響され，変動していると思われる．昨年に引き

続きコガタアカイエカの発生量が著しく多かった．  

[津田良夫；石田恵一，打田憲一（仙台検疫所）] 

 

(3) デング熱の国内患者発生時を想定した媒介蚊調査法

の検討 

住宅地でデング熱の国内感染が起きた場合を想定した

媒介蚊調査法（試案）を作成した．さらに，試案で示し

た調査範囲の大きさの妥当性，具体的な調査方法の利便

性，調査にかかる時間と労力などに関して，実際に住宅

地を対象とした媒介蚊調査を実施して検討を行った．デ

ング熱の国内感染が起きた場合，媒介蚊調査では少なく

とも半径 100 m の範囲を調査対象とすることが望ましい．

また，幼虫発生源調査と成虫生息密度調査を切り離し，

調査の 1 日目に成虫の生息密度調査を実施し，幼虫発生

源調査はそれ以降引き続き実施することで，媒介蚊の発

生状況を広範囲で効率的に調べることが可能になると結

論した． 

[津田良夫，前川芳秀，冨田隆史，澤邉京子；大石浩二（西

宮市環境衛生課）] 

 

(4) 代々木公園とその周辺におけるデング熱媒介蚊の生

息調査ならびに防除 

2014 年夏にデング熱の流行が報告された代々木公園

とその周辺で，媒介蚊とされるヒトスジシマカの生息密

度を 9 月 4，5 日に調査した．成虫分布は明らかな集中分

布を示し，代々木公園の平均密度は 10.2±16.49/人/8 分，

周辺を含めた平均密度は 7.13±11.80/人/8 分だった．生息

密度が全体の平均密度よりも高い場所をデング熱に感染

するリスクが高い場所と考えて，代々木公園とその周辺

地域の中に 3 つのデング熱感染リスクエリアを選定する

ことができた．デング熱の流行を阻止するための対策と

して，デング熱感染リスクエリアを標的にした成虫用殺

虫剤の散布を提案し，本調査の翌日に駆除作業が実施さ

れた．  

[津田良夫，前川芳秀，小川浩平，駒形 修，糸川健太郎，

佐々木年則，冨田隆史，伊澤晴彦，林 利彦，澤邉京子] 

 

(5) 野外捕集蚊を用いた疾病媒介蚊の媒介能力の判定法

に関する研究 

野外より捕集した蚊を用いて蚊媒介性病原体の媒介能

力を判定するための方法を検討した．蚊媒介性病原体で

ある鳥マラリア原虫を材料として，顕微鏡による蚊体内

の原虫の検査と PCR による原虫系統の分子分類法を組

み合わせて，アカイエカ群とイナトミシオカの鳥マラリ

ア原虫媒介能力の有無を調べた．その結果，アカイエカ

群では CXPIP09，SGS1，と GRW4 の 3 系統のスポロゾ

イトが確認され，これらの原虫系統を媒介する能力があ

ると判定された．イナトミシオカでは，同一個体からオ

オシストとスポロゾイトの両方が確認されたのは，

CXINA01，CXINA02 および CXQUI01 の 3 系統であった．

イナトミシオカはこれら 3 系統を媒介する能力があると
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結論した． 

[津田良夫；金 京純（鳥取大・農・獣医）] 

 

(6) 日本国内における疾病媒介蚊調査と日本産蚊の DNA

バーコードの整備 

1 道 7 県を対象として蚊相調査を実施した．ドライア

イストラップによる成虫採集と柄杓法による幼虫採集を

行った結果，10 属 44 種 4,677 個体を採集した．ドライ

アイストラップでは，9属 29種 3,308個体が採集された．

採集した幼虫は，成虫まで飼育して得られた 10 属 37 種

1,369 個体に対して形態による種同定を行った．熊本県

と和歌山県の調査地では 20 種類以上の蚊が採集され，北

海道と福島県，岐阜県の調査地は寒冷地や高地であるに

も関わらず 16 種類の蚊が採集された．この結果は，採集

地点周辺の多様な環境が種々な発生源を創出し，豊富な

蚊相を支えていることを示唆していた．日本産蚊の DNA

バーコーディングの整備は，これまで 21 種の解析が終了

した． 

 [津田良夫，前川芳秀，小川浩平] 

 

(7) 北海道におけるマダニ類の分布と発生に関する調査 

 前年に引き続き，北海道十勝地方にて春期にマダニ類

の発生調査をフランネル法により行った．採集された種

類はほとんどがヤマトマダニ，シュルツェマダニで，発

生数は非常に多かった．これら 2 種はヒト咬着例の多い

種であり，調査地では山菜採りでヒトが多く立ち入る事

で，ヒト被害が多く発生することが想像された． 

[林 利彦] 

 

(8) 無弁翅ハエ類の分類学的および分布に関する研究 

フンコバエ科の Limosina coei はネパールから記載され，

その後どこからも記録されていない．Linosina 属は現在

細分化され，多くの属に分けられているが，Limosina coei

はどの属に位置するか不明な状態である．本種のタイプ

標本が保管されているイギリスの Natural History 

Museum より標本を借り，調べた結果，Eximilimosina 属

に含まれる事が判明した．また，本種は日本にも分布し

ている事を確認した． 

[林 利彦] 

 

(9) マダニ相に関する全国調査の試み 

SFTS ウイルスの感染環を解明するために，2013 年・

2014 年に全国規模でのマダニ調査を行った．2013 年は

10 月～11 月に国内 24 都道府県下の 54 地点で，それぞれ

マダニと人との接触が予想される環境を調査地点とした．

北海道ではヤマトマダニのみが採集され，本州と九州地

方ではキチマダニが優先種であったが，それ以外に本州

ではオオトゲチマダニ，九州ではタカサゴチマダニが多

く捕集されることがわかった．また，隣接した調査地で

あっても，採集数や種構成が大きく異なる地域があるこ

とも明らかになった．2014 年は 4 月下旬から 5 月上旬に

かけて，昨年秋とほぼ同じ地点とさらに 3 府県 28 地点を

追加し，合計 27 都道府県下の 82 地点で調査を行った．

その結果，全国的に昨年秋よりも本年春の捕集数は多く，

フタトゲチマダニの捕集数が多調査地点で多いことが示

唆された． 

[澤邉京子，林 利彦，前川芳秀，渡辺 護，佐々木年則，

小林睦生；山内健生（兵庫県立大・自然・環境科学研究

所）；橋本知幸（日本環境衛生センター）；野田伸一（鹿

児島大・国際島嶼教育研究センター）；前田 健，鍬田龍

星（山口大・共同獣医・獣医微生物）；佐藤智美（明治大・

農・応用昆虫）] 

 

(10) マダニ調査地周辺の植生とマダニ相との相関解析 

マダニ媒介性感染症の感染リスクを評価するために，

マダニの分布状況，季節消長や生息環境を明らかにする

ことが重要である．2013 年 5 月から毎月 2 回，神奈川県

下の環境の異なる 2 地点でマダニ相調査を行った結果，

この 2 地点は近距離であるにも関わらずマダニの種構成

や採集個体数が大きく異なることが明らかになり，周辺

環境（植生・気候・動物相）の影響があると考えた．そ

こで，兵庫県内 7 地点（北部 3 地点・南部 4 地点）およ

び神奈川県内の 2 地点において，調査地周辺の植生とマ

ダニ相との関係を解析した結果，スギ・ヒノキ・サワラ

植生とフタトゲチマダニの間に正の相関がみられたが，

各調査地の植生とマダニ相には偏りが生じた．この背景

には動物相が大きく関与していることが推察された． 

[佐藤智美，糸山 享（明治大・農・応用昆虫）；澤邉京子，

林 利彦，前川芳秀，小川浩平，佐々木年則，小林睦生；

山内健生（兵庫県立大・自然・環境科学研究所）] 

 

Ⅱ．衛生昆虫類の病原体の分離と検出，および媒介生理に

関する基礎的研究 

(1) 病院と協力したシラミ媒介性細菌 Bartonella quintana
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疫学研究 (2) 

路上生活者の間で再興感染症として，グラム陰性桿菌

である Bartonella quintana による塹壕熱が報告されてい

る．今回，昨年度に引き続き東京都区内の病院に搬送さ

れた路上生活者から採取されたコロモジラミから

Bartonella 属の遺伝子を検出し，高い遺伝子保有率が認

められた．また，血餅からも Bartonella 属の遺伝子を検

出した．同時に，昨年度同様に継続してアンケート調査

を実施した． 

[佐々木年則，伊澤晴彦，澤邉京子；久保田眞由美，柴山

恵吾（細菌第二部）；山岸拓也，大石和徳（感染症疫学セ

ンター）；伊藤航人，川﨑麻紀，十菱大介，平尾磨樹，足

立智英（東京都済生会中央病院）] 

 

(2) シラミ媒介性細菌に関する病院との共同研究 

路上生活者の間で再興感染症として，グラム陰性桿菌

である Bartonella quintana による塹壕熱が報告されてい

る．今回，昨年度に引き続き東京都区内の病院に搬送さ

れた路上生活者から採取されたコロモジラミから

Bartonella quintana の分離を試みたところ，アシネトバク

ターバウマーニが分離された．薬剤耐性が問題となって

いるため，薬剤耐性を調べたところ，コロモジラミから

分離されたアシネトバクターバウマーニは薬剤感受性で

あった． 

[佐々木年則，伊澤晴彦，澤邉京子；久保田眞由美，柴山

恵吾（細菌第二部）；山岸拓也，大石和徳（感染症疫学セ

ンター）；伊藤航人，川﨑麻紀，十菱大介，平尾磨樹，足

立智英（東京都済生会中央病院）] 

 

(3) 国内捕集蚊から分離された蚊媒介性オルビウイルス

の性状ならびに分子系統解析 

東京都内で捕集されたヤマトクシヒゲカから分離され

た新規ウイルス Koyama Hill virus（KHV）の性状解析を

行った．KHV の全塩基配列決定し，ウイルス蛋白質のア

ミノ配列に基づく分子系統解析を行った結果，KHV は蚊

媒介性オルビウイルスの一種である Umatilla virus に属

し，なかでもオーストラリアで分離報告のある Stretch 

lagoon orbivirus と極めて近縁なオルビウイルスであるこ

とが判明した．また，分離源蚊種であるヤマトクシヒゲ

カに対するウイルス接種実験により，蚊体内における増

殖性が確認された．Umatilla virus に属する蚊媒介性オル

ビウイルスが，日本を含めた東アジア地域で見つかった

のは今回初めてであり，今後詳細な分布実態の把握と疫

学的調査が必要と考えられた． 

[江尻寛子，伊澤晴彦，津田良夫，小林睦生，佐々木年則，

澤邉京子；鍬田龍星（山口大・共同獣医・獣医微生物）；

佐藤雪太（日本大・獣医・実験動物学）] 

  

(4) 2013 年に国内で捕集されたコガタアカイエカのウイ

ルス保有状況調査 

国内における疾病媒介蚊の日本脳炎ウイルス(JEV)保

有状況を調査し，流行株の遺伝子解析を継続することで，

JEV の感染リスクを把握しておくことは予防対策上重要

であると考えられる．そのため本研究では，2013 年夏季

に長崎県内の畜舎で捕集されたコガタアカイエカ（1,125

頭，45 プール検体）からウイルス分離を試みた．その結

果，1 プールから日本脳炎ウイルス（JEV），8 プールか

らコガタアカイエカラブドウイルスが分離された．JEV

分離株のゲノム中のエンベロープ領域の遺伝子配列を解

析した結果，ウイルスの遺伝子型は 1 型であることが判

明し，近年日本を含む東アジア地域で報告されている株

と遺伝的に極めて近縁であることが確認された．   

[伊澤晴彦，江尻寛子，前川芳秀, 糸川健太郎，佐々木年

則，津田良夫，小林睦生，澤邉京子；小林大介，太田伸

生（東京医科歯科大院・医・国際環境寄生虫）鍬田龍星

（山口大・共同獣医・獣医微生物）；砂原俊彦，二見恭子，

今西 望，皆川 昇（長崎大・熱帯医学研究所）；松本文昭，

吉川 亮，吾郷昌信（長崎県環境保健研究センター）；小

滝 徹, 高崎智彦（ウイルス第一部）]  

 

(5) 都内で捕集されたヒトスジジマカのデングウイルス

保有状況調査ならびにウイルス遺伝子解析 

 平成 26 年 8 月に約 70 年ぶりとなるデング熱の国内感

染が確認され，最終的に 162 名の感染者を出す流行とな

った．当年 8 月から 10 月にかけて，感染推定地とされる

都内公園を中心にヒトスジシマカの捕集を行った．捕集

蚊は約 30 頭以下を 1 プール検体として集約し，それぞれ

から RNA を抽出し，デングウイルス特異的 RT-PCR によ

りウイルス保有状況を調査した．その結果，複数のプー

ル検体からデングウイルス 1 型遺伝子が検出され，これ

ら感染推定地のヒトスジシマカは高率にウイルスを保有

していたことが明らかとなった．一部の陽性蚊検体から

検出されたウイルスのエンベロープ遺伝子の塩基配列を

調べた結果，国内感染者由来のウイルス配列とほぼ完全
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に一致した． 

[伊澤晴彦，糸川健太郎，津田良夫，前川芳秀，小川浩平，

佐々木年則，江尻寛子，駒形 修，冨田隆史，林 利彦，

小林睦生，澤邉京子；小林大介（東京医科歯科大院・医・

国際環境寄生虫）；モイメンリン，小滝 徹， 高崎智彦（ウ

イルス第一部）] 

 

(6) 国内におけるマダニ類のアルボウイルス保有状況に

関する調査研究ならびに分離ウイルスの性状解析 

国内に生息するマダニ類の分布と病原アルボウイル

スの保有状況を明らかにし，ヒトへの感染リスクを把握

することを目的として，日本各地でマダニ類を捕集しウ

イルス分離を行った．これまでの結果，脊椎動物細胞に

対し，細胞変性効果を示すマダニ検体が多数見出された. 

これらのウイルス同定作業を進めたところ，平成 22 年 2

月に兵庫県で捕集されたアカコッコマダニから分離され

たウイルスは，ダニ媒介性オルビウイルスである Tribeč 

virus と近縁なウイルスであることが判明した. ダニ媒介

性のオルビウイルスの日本国内における分布が明らかに

なったのは今回が初めてである．また，他の細胞変性効

果を示した検体の解析作業も継続して行っている.  

[江尻寛子，伊澤晴彦，林 利彦，佐々木年則，小林睦生，

澤邉京子；鍬田龍星，前田 健（山口大・共同獣医・獣医

微生物）；林昌宏，山口幸恵，伊藤睦代，小滝 徹，高崎

智彦，西條政幸（ウイルス第一部）] 

 

(7) 昆虫特異的フラビウイルスと蚊媒介性フラビウイル

スの重複感染による影響評価 

コガタアカイエカ由来培養細胞（CTR）に昆虫特異的フ

ラビウイルスの一種 Culex flavivirus（CxFV）を持続感染

させ，さらに日本脳炎ウイルス（JEV）またはデングウイ

ルス（DENV）の重複感染させた場合の，これら 2 種の蚊

媒介性フラビウイルスの増殖様態について調査した．CTR

細胞ならびに CxFV 持続感染 CTR 細胞に JEV を接種した

場合，JEV を重感染させた CxFV 持続感染 CTR 細胞で強

い細胞変性効果が確認され，培養上清中の JEV 力価が

CxFV 非感染 CTR 細胞に比べて上昇した．一方，DENV

を接種した場合は，両者に顕著な差は認められなかった．

今後，野外における CxFV の潜在感染が，JEV 等のイエ

カ媒介性フラビウイルスや宿主蚊の生態にどのような影

響を与えるかを個体レベルでも調べる必要がある． 

[鍬田龍星，前田 健（山口大・共同獣医・獣医微生物）；

伊澤晴彦，小林睦生，佐々木年則，澤邉京子；星野啓太（東

京農工大・農・応用昆虫）] 

 

(8) 感染症研究に有用なクロヤブカ属蚊由来培養細胞系

の樹立と利用 

蚊媒介性病原体の研究に有用な新規蚊由来細胞系の樹

立を目的として，無菌的に孵化させたオオクロヤブカ新生

幼虫を切断したものを移植片とした初代培養を試みた．そ

の結果，付着性の細胞集団が得られ，これらの継代を繰り

返すことで安定して維持することが可能となった．現在の

継代数は 250 代を超え，クロヤブカ属蚊としては世界で初

めて培養細胞系の樹立に成功した．台湾においてオオクロ

ヤブカは日本脳炎ウイルスの媒介に関与するという報告

があることから，本細胞系のアルボウイルス感受性につい

て調べた結果，JEV の増殖が確認され，今後の JEV 研究

に有用であることが示された．一方，デングウイルスに対

しては非感受性であった． 

[星野啓太，岩淵喜久男（東京農工大・農・応用昆虫）；

伊澤晴彦，澤邉京子，小林睦生，佐々木年則；鍬田龍星（山

口大・共同獣医・獣医微生物）；田島 茂，高崎智彦（ウ

イルス第一部）] 

 

(9) 吸血性ダニの唾液腺に見出された新規血管拡張物質

の機能と起源の解析 

回帰熱を媒介するカズキダニ属のダニ Ornithodoros 

moubata の唾液腺から，脊椎動物特有の血管拡張ホルモン

の一種であるアドレノメデュリン（ADM）と類似する新

規生理活性分子を同定した．ダニは吸血時にこの分子を宿

主血管へ注入して血管拡張させ，吸血を容易にしていると

考えられた．また分子系統解析の結果から，ダニの ADM

様分子は，約 2 億 4 千万年前から 9 千 4 百万年前（中生代）

の期間に，祖先ダニ種の吸血源であったと想定される爬虫

類（恐竜を含む）から獲得された遺伝子を起源とする可能

性が強く示唆された．これは世界で初めて動物種間での機

能性遺伝子の水平伝播が自然界で起こったことを示す発

見で，生物進化の概念に大きなインパクトを与える成果で

ある． 

[岩永史朗，油田正夫（三重大・医・医動物）；伊澤晴彦] 

 

III. 衛生害虫の殺虫剤抵抗性のモニタリング，遺伝学

的・分子生物学的解析  

(1) ネッタイシマカのピレスロイド低感受性作用点変異
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の分子ジェノタイピング法の開発 (1) 

 アジアと中南米のネッタイシマカ集団では，電位依存

性ナトリウムチャンネル（VGSC）にピレスロイド感受

性低下をもたらす変異が 5 つのアミノ酸座位に生じてい

ることが知られている．これらの変異を簡易かつ低コス

トで検出する分子ジェノタイピング法を考案した．

Universal QProbe 法に基づき，対象座位ごとに野生型／

変異型遺伝子配列挿入プラスミド DNA 増幅産物に対す

る DNA プローブの融解温度曲線を解析し，両型が融解

ピークで識別できることを確かめた． 

［冨田隆史，駒形 修，小川浩平，糸川健太郎］ 

 

(2) チャバネゴキブリのピレスロイド作用点変異の電気

生理学的評価 (1) 

 ピレスロイド抵抗性のチャバネゴキブリの殺虫剤作用

点 VGSC の DIIS6 膜貫通領域には，抵抗性の原因となる

L993F と効果が未検証の F999S の 2 つの変異が知られて

いる．ピレスロイド感受性低下に関する両変異の効果を

電気生理学的に研究する目的で，各変異を単独および二

重変異として含む VGSC 発現用 DNA プラスミドを作製

した． 

［冨田隆史，駒形 修，糸川健太郎，小川浩平，葛西真

治；山本敦司，岩佐孝男，平田晃一（日本曹達）］ 

 

(3) 新規蛍光プローブを用いた殺虫剤抵抗性関連 SNPs

の検出 

 近年開発された励起子相互作用をもつ人工核酸

Eprobe を PCR 産物の融解温度解析に用いることにより，

これまでゲノム DNA を対象にしては検出が困難であっ

た塩基置換変異を簡易に解析できるようにした．対象と

した変異は，約 0.3 kb のイントロンにより分断されてい

るアカイエカ種群蚊 VGSC 遺伝子のピレスロイド低感受

性アミノ酸置換変異の F1014L と V1016G であった．同

様の遺伝子構造をとり同じアミノ酸置換変異が頻出して

いる他昆虫種 VGSC のジェノタイピングにも適用できる

可能性を示した． 

［駒形 修，小川浩平，糸川健太郎，葛西真治，冨田隆

史］ 

 

(4) シトクロム P450 の異種細胞発現法の開発 (1) 

 シトクロム P450（P450 と略）は薬物代謝に重要な酵

素であり多くの方法で発現が試みられているが，現行の

発現系による昆虫種 P450 の発現は殺虫剤のような脂溶

性物質の代謝反応を調べるには不向きであった。そこで

ウイルスディスプレイ法に着目し，ネッタイイエカの殺

虫剤代謝抵抗性に関与している分子種である CYP9M10

を用いて新しい発現系を開発することを目指した．

CYP9M10 cDNA を含む発現プラスミドの構築を試みた

が，通常の方法では効率が低くクローニングできなかっ

た．そこで，FASTR および Gibson assembly 法を導入し

たところ，コンストラクトの作成に成功した． 

［駒形 修，小川浩平，糸川健太郎，葛西真治，冨田隆

史］ 

 

(5) マダニ類に対する衛生害虫用殺虫剤の実地試験によ

る効力評価 

 マダニに対する殺ダニ剤の実地駆除効果を 2014年 5～

6 月に千葉県内の山林で評価した．供試製剤は，有機リ

ン系，ピレスロイド系，それらの混合からなる計 11 製

剤で，ビルのゴキブリ駆除の使用法に従い散布し，旗ず

り法により捕獲したマダニの数を処理前後で比較して効

果を判定した．供試製剤はすべて処理直後から著効を示

し，90%以上の減少率が処理４日後まで続いた．このう

ち，フェニトロチオン乳剤とフロアブル剤，フェンチオ

ン粉剤は高い減少率を 31 日後まで持続した． 

［橋本知幸，數間 亨，武藤敦彦，皆川恵子，永廣香奈

（日本環境衛生センター）；當山啓介（東京大・院・農

業生命科学研究科千葉演習林），足立雅也，池田文明（日

本防疫殺虫剤協会）；駒形 修，冨田隆史，澤邉京子；森

川 茂（獣医科学部）］ 

 

(6) チカイエカのピリプロキシフェン抵抗性 

 ピリプロキシフェン（PX）は，幼若ホルモン（JH）の

アゴニストとして作用し，昆虫に羽化阻害などをもたら

す昆虫成長阻害剤である．JH とその受容体（JHR）の複

合体は JHカスケード下流のKr-h1遺伝子の発現を誘導す

る．チカイエカの PX-R 系統は殺虫剤感受性の TTK 系統

に比べて PX に 1,000 倍の抵抗性を示す室内選抜系統で

ある．PX 処理による PX-R 蚊の Kr-h1 遺伝子発現の誘導

は TTK 蚊と比べ明らかに弱かったことから，PX-R の抵

抗性は解毒代謝の亢進，または，JH-JHR 複合体形成か

ら Kr-h1 誘導の間の短い分子経路に含まれる因子の変異

によると考えられる．交配実験により PX-R 抵抗性要因

は染色体 1 に連鎖し半優性であることを確認した． 
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［糸川健太郎，葛西真治，駒形 修，小川浩平，冨田隆

史］ 

 

(7) ネッタイシマカのペルメトリン代謝性抵抗性に関す

る遺伝学的解析 (1) 

 ネッタイシマカ SP 系統のペルメトリン代謝抵抗性の

原因変異を解明するために，量的形質遺伝子座（QTL）

解析を行った．殺虫剤感受性 SMK 系統との交配で得た

F2 雌成虫を用いて，14C 標識ペルメトリンの局所施用を

行い，排泄されたペルメトリン量を測定するとともに，

両系統が識別可能な 33 の DNA 多型座位の遺伝子型を決

定した．その結果，ペルメトリン代謝量に関与する主要

な QTL の存在は染色体 1 と 3 にあり，関与が特に大きい

染色体 1 の QTL の近傍には，少なくとも 6 つの P450 遺

伝子座が存在していることを明らかにした． 

［小川浩平，糸川健太郎，駒形 修，葛西真治，冨田隆

史］ 

 

(8) ネッタイシマカのペルメトリン代謝抵抗性に関する

遺伝学的解析 (2) 

 ペルメトリン抵抗性 SP 系統の染色体 1 のペルメトリ

ン代謝亢進 QTL 領域に見出された 6 つの P450 遺伝子の

内，2 つが SP 系統で過剰発現していた．その 1 つの

CYP6AA5v2 の代謝抵抗性への関与を CRISPR/Cas9 シス

テムに基づく遺伝子ノックアウト（KO）により逆遺伝学

的に確かめる試みを行った．gRNA と Cas9 mRNA を SP

系統卵にマイクロインジェクションし，処理済み羽化雌

（G0）を未処理雄と交配して得た G1 どうしの交配子孫

（G2）における遺伝子型よるペルメトリン排泄量を比較

したところ，CYP6AA5v2 の KO よるペルメトリン代謝低

下の効果は認められなかった． 

［小川浩平，糸川健太郎，駒形 修，葛西真治，冨田隆

史］ 

 

(9) ゲノム編集によるピレスロイド解毒酵素遺伝子のノ

ックアウト 

 ネッタイイエカのピレスロイド抵抗性 JPal-per（JPP）

系統では，CYP9M10 遺伝子が三重に重複し，かつ個々

の遺伝子コピーが過剰発現している．TALEN および

CRISPR/Cas9 システムにより本遺伝子のノックアウト

（KO）を試み KO 体系統を作出した．ペルメトリン感受

性を調べると，全コピーの KO 系統では 100 倍に近い感

受性の増大が見られた．一方，いずれか 1 つのコピーの

KO 系統では，顕著な感受性の上昇は認められなかった

ことから，重複した CYP9M10 は同程度に抵抗性に寄与

しているが，1 コピーの欠損だけでは表現型にほとんど

影響しないことが考えられる． 

［糸川健太郎，小川浩平，駒形 修，冨田隆史］ 

 

Ⅳ．その他 

セアカゴケグモの咬症例はこれまでに 84 例（2014 年

は 7 例）が公表されているが，そのうちの 6 例で抗毒素

血清が使用された．抗毒素血清はこれまでオーストラリ

アから輸入していたが，その輸出が限定的となったこと

から，国内に生息するセアカゴケグモを使用して独自に

ウマ抗毒素を試験製造することが計画された．大阪ペス

トコントロール協会および西宮市の協力により，合計

11,524 頭の雌グモが捕獲された．そのうち 10,007 雌を解

剖し，個別に摘出した毒腺から毒素を抽出，粗精製を行

い 1 ロット化した．一部の毒素を用いてタンパク量を定

量したところ，1.5－2.5 mg/ml であった．最終的に 1 ロ

ット化し，タンパク量約 236 mg と推定された毒素粗精

製物を化学及血清療法研究所に発送した．現在，ウマへ

の免疫が実施されている． 

［澤邉京子，前川芳秀，小川浩平，伊澤晴彦，江尻寛子，

糸川健太郎，津田良夫，小林睦生；佐藤智美，益子玲於

奈（明治大・農・応用昆虫）；向井俊彦・綿貫 實（大阪

府ペストコントロール協会）；大石浩二・米正静男・平良

常弘（西宮市環境衛生課）］ 

 

 

レファレンス業務 

Ⅰ．衛生動物同定検査報告 

平成 26 年 4 月から平成 27 年 3 月までの間，23 件 112

個体の昆虫・ダニ類の同定依頼を受けた．このうち行政

検査として受けたものは 1 件（セアカゴケグモの同定；

山梨県衛生環境保健所）であった．平成 26 年夏期にはデ

ング熱の国内流行があったことから，蚊類の同定依頼が

6 件あった．それ以外には，ヒトに寄生したマダニ類が 8

件，腫瘍部に発生したハエ症の症例 4 例を報告した． 

[林 利彦，津田良夫] 

 

Ⅱ．病原体検査報告 

マダニからの病原体検出について 1 件依頼があった．
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また，デング熱の国内流行を受け，ヒトスジシマカから

のデングウイルス検出の依頼が 4 件あった．それぞれに

報告書を作成し，結果を通知した．  

[伊澤晴彦，佐々木年則，江尻寛子；小林大介（東京医科

歯科大院・医・国際環境寄生虫）] 
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(1) 媒介昆虫と感染症．平成 26年度知の市場・連携市民

セミナー．2014 年 5 月 27 日，東京．[澤邉京子] 
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棄物管理等）．2014 年 5 月 28 日，東京．[駒形 修] 

 

(3) 第 3 回蚊類調査に関わる技術研修（平成 26 年度）．
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睦生，澤邉京子] 

 

(4) 日本からの輸出例疑いドイツ人デング熱症例と国内

対策．衛生微生物技術協議会第 35 回研究会シンポジウム

III 「昆虫媒介性ウイルス感染症の現状」．2014 年 6 月

26-27 日，東京．[松井珠乃，木下一美，有馬雄三，大石

和徳（感染症疫学センター）；高崎智彦（ウイルス第一

部）；澤邉京子] 
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技術協議会第 35 回研究会シンポジウム III 「昆虫媒介性

ウイルス感染症の現状」．2014 年 6 月 26-27 日，東京．[澤

邉京子] 
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感染症予防衛生隊研修会．2014 年 8 月 22 日，さいたま

市．[澤邉京子] 

 

(7) デング熱媒介蚊の基礎情報と防除対策．東京都蚊媒

介感染症対策会議．2014 年 9 月 19 日，東京．[澤邉京子] 

 

(8) 東京都内で実施したデング熱媒介蚊対策．H26 年度

感染症危機管理研修会．2014 年 10 月 15-16 日，東京．[澤

邉京子] 

 

(9) マダニ媒介性疾患等感染症の現状．第 7 回東北地区

ペストコントロール研修会．2014 年 10 月 17 日，青森市．

[澤邉京子] 

 

(10) アルボウイルス感染症とそのベクター．平成 24 年

度医師卒後臨床研修プログラム．2014 年 10 月 21 日，東

京．[伊澤晴彦] 

  

(11) H26 年度厚生労働科学特別研究事業における感染

症媒介蚊対策に関する実技検討会．2014 年 10 月 22-23

日，名古屋市．[津田良夫] 

 

(12) H26 年度厚生労働科学特別研究事業における感染

症媒介蚊対策に関する実技検討会．2014 年 10 月 22-23

日，岡山市．[澤邉京子，前川芳秀] 

 

(13) H26 年度厚生労働科学特別研究事業における感染

症媒介蚊対策に関する実技検討会．2014 年 10 月 29-30

日，太宰府市．[小林睦生，前川芳秀] 

 

(14) マダニ対策実習セミナー．第 7 回衛生害虫対策セミ

ナー．2014 年 11 月 5 日，鴨川市．[澤邉京子] 

 

(15) H26 年度動物由来感染症対策（狂犬病予防を含む）

技術研修会．2014 年 11 月 7 日，東京．[津田良夫] 

 

(16) マダニ由来の感染症．H26 年度感染症対策指導者

講習会．2014 年 11 月 13 日，東京．[澤邉京子] 

 

(17) マダニ由来の感染症．H26 年度感染症対策指導者

講習会．2014 年 11 月 18 日，岡山市．[小林睦生] 

 

(18) マダニ媒介性感染症．JA 遠州視察研修会．2014 年

12 月 12 日，東京．[澤邉京子] 

 

(19) デング熱媒介蚊対策の必要性．蚊 0 防除（環境快適

化）に関する岡山県連携会議．2014 年 12 月 25 日，岡山

市．[澤邉京子] 

 

(20) 衛生動物に関する最近の話題．第 50 回ねずみ衛生

害虫駆除技術研修会．2015 年 1 月 28 日，川崎市．[澤邉

京子] 
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(21) 感染症媒介蚊対策に関する検討．東京都技術研修会．

2015 年 2 月 3 日，東京．[澤邉京子] 

 

(22) デング熱媒介蚊の特徴と媒介蚊対策の実際．平成 26

年度希少感染症診断技術研修会．2015 年 2 月 17-18 日，

東京．[澤邉京子] 

 

(23) 蚊媒介感染症の対応・対策に関する地方公共団体向

け手引きに関する検討会．2015 年 3 月 11-12 日東京．[澤

邉京子] 
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